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デラフォサイト酸化物 CuFeO2の共鳴光電子分光 
Resonant photoemission spectroscopy of delafossite oxide CuFeO2 
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1   はじめに 
デラフォサイト型酸化物 CuMO3 (M：3 価金属)は，

p 型透明導電性酸化物，マルチフェロイック物質，

熱電材料など様々な応用可能性のある物質として研

究されている[1]．また，M が三角格子を形成するこ

とから，M が磁性イオンの場合はスピンフラストレ

ーション系となり，その磁気的性質と上記の物性の

起源との関係について興味が持たれている． 
我々は以前，CuMO2 系でもっとも高い電気伝導性

を示すことから，熱電材料の候補物質として期待さ

れているホールドープした CuCr1-xMgxO2 について共

鳴光電子分光，X 線吸収分光，硬 X 光電子分光を用

いた電子構造の研究を報告した[2]．そこでは，輸送

現象を担う価電子帯頂上の電子状態は Cr 3d 電子の

寄与が支配的であることを明らかにしたことに加え，

Cu 2p-3d および 3p-3d 共鳴光電子分光スペクトルに

おいて Cu の形式価数が 1 価であるにもかかわらず

Cu2+のサテライト構造が現れることを発見した．一

方で，硬 X 線光電子分光による Cu 2p 内殻スペクト

ルには Cu2+成分を示す構造は現れない．これにつ

いては，Cu+と Cr3+が同じ配位子を共有しているこ

とから，O 2p 軌道を介して Cu 3d-Cr 3d 間の電荷移

動が生じていることを考慮し，光電子分光終状態を

考えると説明できると報告している．続いて，この

シナリオを確認するため，電荷の移動先がない M = 
Al の場合について Cu 3p-3d 共鳴光電子分光の測定

を行ったところ，Cu2+に対応するサテライト構造は

現れず，Cu-O-Cr 間の電荷移動を支持する結果を得

た[3]．今回我々は，M が Cr 以外の遷移金属の場合

でも，上記の電荷移動が生じているのかを検証する

ため，CuFeO2 の Cu 3p-3d 共鳴光電子分光を行った． 
 

2   実験 
測定した CuFeO2 多結晶は固相反応法により作成

された．光電子分光実験は，Photon Factory のビー

ムライン BL-28A で，SES-2002 電子アナライザーを

用いて行った．入射光エネルギーは 70–80 eV を用

い，エネルギー分解能は約 30 meV であった．清浄

試料表面は in situ で試料を破断することで得た．測

定温度は室温である． 
 

3   結果および考察 
図 1(a,b) は，CuFeO2 の Cu 3p-3d 共鳴光電子分光

スペクトルである．12.3 eV および 15 eV に共鳴増大

が見られる．図 1(c) にそれぞれエネルギーにおける

定始状態スペクトルを示す．結合エネルギー15 eV
の共鳴増大が弱いものの，2 つの構造の共鳴エネル

ギーが明らかに異なることから，12.3 eV，15 eV の

構造はそれぞれ，Cu2+，Cu+に対応するサテライト

であるといえる．従って，CuFeO2 においても

CuCrO2と同様に Cu2+成分が存在し，Cu-O-Fe 間の電

荷移動が生じていることを示唆する結果が得られた． 

 
図 1：(a,b) Cu 3p-3d 共鳴領域での CuFeO2の価電子

帯スペクトル．(c) 定始状態スペクトル． 
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